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徳之島松原方言のアクセント調査報告

一用言の部(基本形）－

上野善道

［要旨］松原方言の用言(動詞・形容詞)の基本形(終止形)について、アクセント資料を提示

し、そのアクセント体系を考える。この方言の動詞と形容詞は、互いに異なる偏った分布を

示す。すなわち、動詞は、ａ類とｃ類が中心で、ｂ類は限られた構造の２音節語までにしか

現われない。一方、形容詞は、ｂ類が大半を占め、一定の音韻条件の下にａ類が少数あるだ

けで、ｃ類は該当語例がない。動詞のｃ類としたものは多様な音調型で出現するが、その間

の違いは音節構造と語音構造との組み合わせによるもので、音韻的には同じ類に属すると解

釈し、それに合わせて、体言におけるｃ類をめぐる拙案(l997b)を訂正する。しかしなお、

動詞にも体言にも、ａ－ｃ類の３型には納まらない型が１つずつ存在する。

[キーワード］松原方言、用言基本形、３型アクセント、音節構造、アクセント資料

１．はじめに

本稿に先立つ拙論(l997b)－以下、前稿一では、奄美徳之島の松原方言について、そ

の体言のアクセントを報告した。そこで示した解釈案は、崎村弘文氏のデータに基づく早田

輝洋氏の解釈を、私自身の調査によって改訂したものである。その基本枠は(1)に示すよう

な「３型アクセント」と見るが、複合語を中心にこれに納まらない型一「その他」として

まとめて掲げる－もあり、今後の課題であるとした。

(1)４音節語までの体言の音調型一覧(前稿）

ａ類： ｂ類：／ｃ類：／、

１音節「○＝ 「｢○「 「○｣」

２音節「○○＝ ○｢○＝ ○｢○｣」

「○o＝ ○｢o＝ 「○｣｣Ｃ

Ｏ｢○＝ｏ｢｢○「ｏ｢○｣」

３音節（｢○○○=）（○｢○○=）（○○｢○｣｣）

「○○o二 ○｢○o＝ ○｢○｣｣ｏ

「○o○＝○｢o○＝（○o｢○｣｣）

「○CO＝ ○｢CO＝ 「○｣｣CＯ

その他

｢｢○｣○[l］

○｢○｣○[l］

｢○｣○o[l］

１
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4音節

○｢o○｣○[1］

｢○o｣○o[l］

○｢ＣＯ｣○[1］

CO｢o｣○[2］

(1)において、記号はそれぞれ次のことを意味する。

○は重音節(CVV、CVN、CVQ)、ｏは軽音節(CV)で、各音節が「拍」をなす。

（）付きの推定音調型は語例未発見、「その他」の［］は語例数(いずれも少数)。

「は拍間の上昇、「「は拍内の上昇、」は拍間の下降、」」は拍内の下降。

＝は付属語(､u)がそのまま高く続く。どの類にも実例のない音節構造は省いた。

そして、ａ－ｃの各類につき、(2)のように特徴づけた(p､46)。原文の「長音節｣、「短音

節」を、それぞれ「重音節｣、「軽音節」に統一して掲げる。

(2)音調型派生規則(前稿）

ａ類：第１音節が重音節の時はそこから上げよ。第１音節が軽音節の時は第２音節から上

げよ。（パターンを図示するならば、）

b類：第１音節が重音節の時は第２音節から上げよ。第１音節が軽音節の時は第３音節か

ら上げよ。ただし、低平調になる場合は、最終音節を上昇調にせよ。（／）

ｃ類：最後の重音節で上げ、その音節の中で下げよ。（／、）

以上が体言を扱った前稿の要点である。これに引き続いて、今度は用言のアクセントを取

り上げる。その１回目として、動詞・形容詞の基本形を対象とする。用言基本形のアクセン

ト資料を掲げ、そのアクセント体系を明らかにすることが本稿の目的である。活用形のアク

セントは次稿に回す。

２
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2．話者

用言の話者は、次の２名である。福島氏が体言と共通の話者である。

(3)話者情報

福島茂夫氏1922(T11)年生松原上区７７年体言、７８年用言、９５年補充、９７年活用形

藤山ケイ子氏1936(Sll)年生松原西区９６年活用形

用言の「基本形」は、事実上福島氏１人の資料であるが、藤山氏からも活用形調査の中で

そこに出てくる基本形のアクセントを聞いているので、その資料も参照する。

２人の間には、分節音レベルで(4)のような違いが見られる。このうちの[su]は、前稿の

話者、政(つかざ)憲良氏(西区出身)にも観察きれている。地域差と世代差が絡んでいるもの

と思われる。活用形における差異は別稿とする。

(4)分節音レベルの相違点

福島氏［sju］［，wl:］［FE:］

藤山氏［su］［，u:］［wE:］

３．用言のアクセント資料について

考察のもとになる動詞・形容詞の基本形のデータを、別表として稿末に掲げる。

別表の形式は、

類、読み、通常表記、アクセント付き語形、その音節構造

の１１１頁である。

「類」は「金田一の類」で、用言の場合は「2al」のように示した。これは「２拍1段動

詞第1類」の意である。「a」は１段動詞、「b」は４段（５段)動詞を表わす。変格動詞は、

適宜「c､｡､e」などとした。（この「類」のａ－ｅと、本稿で用いる名称のａ－ｃ類とは無関

係である｡）

語形の表記法は前稿に同じで、追加と変更をしたのは、

Ｈ－有声のｈｘ－ＮＲ

だけである。無声化の記録は簡略化して表記（。）を省略した箇所がある。

ここに言う「基本形」とは、文末に立つ言い切りの形で、いわゆる「終止形」であるが、

福島氏の場合、‐i(＜ヲリ、アリのり）に終わる形がもっとも出やすかったのでそれに統一し

て示した。他に、－Ｎ(＜ム?)に終わる形も持ち、いくつかの動詞はその形で(も)答えている。

藤山氏からはこの－Ｎの形を記録している。周辺諸方言の例から判断しても、両氏とも、

「ない」のような特殊なものを除けば、ほとんど全部の動詞・形容詞につき、－Ｎと－iの両

３
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形を持ち、意味による使い分けをしているものと考えられる(拙論1997ａ参照)。

別表には示言ないが、福島氏はさらに、本土方言の動詞連用形に対応すると思われる形

(｢巻く」で言えば、a｢ki:)も答えている。形容詞にも、‐hai/Ｎの他に、使用は稀ながらも、

-kE:で終わる形がある。

なお、それぞれの項目に掲げた語形は、意味的にほぼ相当するものであって、厳密に一致

するとは限らない。特に形容詞においては意味のずれが大きく、用法の一部だけに合う形に

すぎないものも含まれる。該当する単語が見つからないことも少なくない。

４．動詞基本形のアクセント

4.1音調型一覧

動詞の基本形のアクセントから先に見ていく。その音調型一覧を(5)に、そしてそれぞれ

の代表語例を１つずつ(6)に掲げる。

配列は音節構造別にし、できるだけ体言の(1)と同じ原則で並べてみた(この点はのちに検

討を加える)。体言にある音調型で動詞基本形に出ないものは（）に入れ、それ以外のところ

は空欄のままとした。ただし、用言の基本形の場合、語末はかならず-Vi/Ｎに終わるので、

最後は重音節(○)になり、軽音節(o)は現われない。軽音節に終わる体言の構造は表示その

ものを省略した。以下の一覧表には、別表の語彙以外で得られている音調型も加えて示す。

なお、（5)は音節単位で表記しているので、(6)のmju｢i、「，a｣i、ｈｏ:｢ju｣ｉと、(5)の｢｢○、

｢○｣｣、○｢○｣｣とは、それぞれ同じものであることに注意。

(5)動詞基本形の音調型一覧

ａ類：ｂ類：／

１音節「○[4］「｢○[2］

２音節「○○[20］○｢○[l］

ｏ｢○[40］ｏ｢｢○[44］

３音節「○○○[l］

「○o○[2］（○｢o○）

ｏ｢○○[3］

ｏ｢o○[63］（CO｢○）

４音節

ｃ類：／、

｢○｣｣[l］

○｢○｣｣[19］

(o｢○｣｣）

その他

｢○｣○[10］「○｣｣○[1］（｢｢○｣○）

（○｢○｣○）

｢○o｣○[1］○｢o｣○[7］

CO｢○｣｣[７０］

（○｢o○｣○）

｢○CO｣○[l］○｢CO｣○[1］

(o○｢○○）

o｢○o○[1］

(o｢o○○）

o○｢o｣○[l］

４
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o｢ＣＯ○[10］（CO｢o○） oo｢o｣○[16］

(6)動詞基本形の代表語形一覧

ａ類：ｂ類：／

１「njui(煮る）mju｢i(見る）

２「kojui(買う）ｋus｢sjui(殺す）

，i｢kjui(行く）kakju｢i(書く）

３「ha:gajui(光る）

「Marijui(生れる）

sji｢kujui(掬う）

，a｢rojui(洗う）

４

ｃ類：／、

｢，a｣i(ある）

ho:｢ju｣i(這う）

その他

｢，wl:｣gjui(泳ぐ）「FE｣:jui(入る）

｢，wLcji｣kjui(追付く）ｗａ:｢ri｣jui(分れる）

'ukl｢ju｣i(受ける）

「Kjamara｣sjui(いじめる）CjiN｢magl｣jui

（ひん曲げる）

,uduN｢ka｣sjui(驚かす）

，acji｢､a｣jui(集まる）

ha｢tarakjui(働く）

ha｢zjimljui(始める）

4.2所属語彙

動詞の各型の所属語彙を類別語彙の観点から見ると、

第１類がａ類、第２類がそれ以外

にほぼ規則的に対応する(別表を参照)。特に、１音節語の○、２音節語のo○構造では対応

関係が明瞭で、これらの第２類はｂ類に属する(｢｢○、ｏ｢｢○)。

しかし、２音節語でも○○構造はやや複雑で、ｂ類は第１類の「殺す」に対応するであろ

う形しか得られていない。○○構造の第２類は、ｂ類ではなく、ｃ類(○｢○｣｣)と「その他」

(｢○｣○)とに属する(詳しくは次節参照)。

また、３音節語の第２類では、ＣＯ○構造はｃ類(CO｢○｣｣)に、○o○構造は「その他」（○

｢o｣○)になる。４音節語の第２類でCoo○構造の単語は、すべて「その他」のCO｢o｣○型を取

る。

すなわち、第２類は、○とo○ではｂ類に、それ以外(○○と３音節以上)ではｃ類と「そ

の他」とに属していることになる。（この分布のあり方は、次節以降で問題とする｡）

ａ類以外の孤例だけの型としては、ｌ音節語のｃ類｢○｣｣は「ある」しか見つかっていな

い(｢ある」と並んで、ヲリが融合していないもう１つの単語「居る」はａ類に納まる)。「そ

の他」とした２音節語の｢○｣｣○も、３類語の「入る」ｌ語だけである。

ちなみに、３音節語のａ類｢○○○の語例は、第２類の「光る」に対応する形ではなく、

「あかがる」に対応する形である。

５
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4.3問題点

(5)と(6)の配列から、次のような分布上の問題点が現われてくる。

ａ類の型がかなり良く揃っているのに対して、他は欠落が目立つ。ｂ類は３音節以上にな

るとまったく現われなくなり、ｃ類も４音節語には見つからない。その代わりに、ａ－ｃ類

に納まらない「その他」の音調型が多数出現する。それは、１０例(｢○｣○)、７例(○｢o｣○)、

16例(CO｢o｣○)など、体言の場合のような“少数の例外”とは言えない数である。そして、

「その他」の型を具体的に見てみると、ｃ類と同様に、その中に「下降」を含むものばかり

である。

これらのことは、体言の考察においても問題になった「ｃ類」の扱いを中心に、分類を再

検討する必要があることを示している。

琉球方言の用言は、動詞はヲリ、形容詞はアリが融合した複合形に由来する。特に動詞は、

複合動詞由来となるので、体言とは異質の体系をなす可能性もあらかじめ排除する訳には行

かない。しかしながら、そのことが明らかにきれるまでは、用言も体言も同じ体系に納まる

と想定して、両方を無理なく組み込める枠組みを考えるのが筋であろう。

4.4新しい解釈

この問題の解決には、前稿の案を訂正し、

これまで「その他」としていた型のほとんどを「ｃ類」と認めるべき

というのが現在の私の解釈である。以下、その論拠を述べる。

まず、(5)のうち、「その他」と「ｃ類」に分けて示した

「○｣○型と○｢○｣｣型

は、(7)と(8)に見るように相補分布をなし、音韻的に同一扱いできる可能性が大きい。（７）

の｢○｣○型は、第１音節が長母音を有する重音節で、かつその子音が喉頭音ないし喉頭化音

(喉頭緊張化音)である。喉頭(化)音は、音声的に高いピッチを担いやすい性質をもつ。一方、

(8)の○｢○｣｣型の第１音節は、長母音をもっていても語頭子音は非喉頭(化)音であるか、長

母音以外の重音節であるかである。

(7)「○｣○型の所属語彙

「'o:｣jui(合う)、「'wl:｣jui(老いる)、

「，o:｣gjui(扇ぐ)、「，wl:｣gjui(泳ぐ)、

「Kwl:｣jui(呉れる－これのみ第１類。

｢'wl:｣jui(起きる)、「KwE:｣jui(肥える)、

｢，uUsjui(起こす）；

Ｃｆ暮れる＝｢KWI:jui）

(8)○｢○｣｣型の所属語彙

ｎｏ:｢ju｣i(絢う)、ｎｏ:｢ju｣i(縫う)、ｈｏ:｢ju｣i(這う)、ｊｕ:｢ju｣i(酔う）

６
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kE:｢ju｣i(掛ける)、gwl:｢ju｣i(吠える)、mja:｢ju｣i(見える)、ｗＥ:｢ju｣i(分ける）

tu:｢ju｣i(通る)、ｎｏ:｢sju｣i(直す)、ｎｏ:｢ju｣i(直る)、ｈｏ:｢kju｣i(掃く）

je:｢ju｣i(痩せる－対応語とすれば、これは第１類）；

taN｢mju｣i(頼む)、CjiN｢mju｣i(包む）；，ak｢Kju｣i(歩く）

また、次の(9)の同源の２つの語形~おそらく￣方は共通語化した形一の存在も、

｢○｣○型とｃ類(CO｢○｣｣型)との繋がりを示す。

(9)起こす：「，u:｣sjui「○｣○、,uku｢sju｣ｉｏｏ｢○｣」

２類語でCO○構造のものは、「起こす」に限らず、ｃ類のCO｢○｣｣型になる。このCO｢○｣」

型と(8)の○｢○｣｣型とは、音節単位での表記こそ異なるものの、モーラ単位で見れば同じ音

調実質である。違いは音節の切り方とその数だけである。

すなわち、２類語は、その音節・語音構造に応じて、

「○｣○型、○｢○｣｣型、ＣＯ｢○｣｣型

の３種に分かれていることになるが、これら３つの型は、前２者が同じ音節構造で語頭子音

に関して相補分布をなし、そして後２者は事実上同じ音調であることによって、結局１つに

繋がるのであるく1>・

さらに、（１０)の各対の例も、「追い付く」と「ひん曲げる」は共時的にも複合動詞ではあ

るが、(7)と(8)の関係に平行的であると捉えることができる。

(１０）「ＷＩ:cji｣kjui(追い付く）「○o｣○とｗａ:｢ri｣jui(分かれる）○｢o｣○

「Kjamara｣sjui(いじめる）「○CO｣○とCjiN｢magl｣jui(ひん曲げる）○｢CO｣○

そして、「分かれる」などと同じ２類語でも、語頭に長母音音節をもたないCoo○構造の単

語は、jabu｢ri｣jui(破れる)などのようにCO｢o｣○型となる。ここでも、

○｢o｣○型とCO｢o｣○型

とは、音節構造の違いだけで、モーラ単位で見れば同じ音調である。

また、「驚かす」，uduN｢ka｣sjuiの

ｏ○｢o｣○型

も、「ひん曲げる」などの、一見異なる

○｢CO｣○型

と音韻的に同一の型に属することは、音節構造の違いから音声学的に説明できる。すなわち、

o○｢o｣○型は重音節(第２音節)の中の弱い部分で上昇することを避けて、上昇を次の拍まで

７
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遅らせた形である。

「○CO｣○型とo○｢o｣○型は、音調実質においてかけ離れているように見えるが、その中間

に○｢CO｣○型を置いてみれば、音声学的にきちんと繋がる。

以上の事実は、次の(11)が、拍数は違っても、いずれも同じ「ｃ類」をなすことを意味し

ている。そのどれになるかは、音節構造と語音構造(語頭子音)から自動的に決まる。

(11）「○｣○型と○｢○｣｣型とＣＯ｢○｣｣型

「○o｣○型と○｢o｣○型とｏo｢o｣○型

「○CO｣○型と○｢CO｣○型とｏ○｢o｣○型

ここまでの論の過程で問題になりうるのは、（11)の最初の例、すなわち(7)の音調型が

「○｣○型

であって、他のパターンから予想されるような、○｢○｣｣型の第１音節を高くしただけの

×「○○｣｣型

ではない点であるが、これは、

ｃ類の動詞は最後の重音節の前で下降するのが原則

だからである。

新しく組み込んだｃ類の動詞全体を見てみると、最終重音節は低くなるのが原則で、○

｢○｣｣型などのように、その中で下降調を取る方が例外であることが分かる。音節・語音構

造に従って最終重音節で上昇する型の場合のみ、そのままでは原則を実現することができな

いため、やむをえずその最終重音節の中で下降しているのである。それに対して、喉頭(化）

子音のために語頭から高く始まる型においては、語末までの距離に余裕ができるので、原則

通りの姿を現わすものと考える。これが｢○｣○型と○｢○｣｣型との関係である。

かくして、（5)は(12)のように改訂きれる。動詞に現われる型のみを示す。語例数も略す。

ｃ類の中で同一の音節構造が２つ並んでいる所は、いずれも、右側が語頭が「喉頭(化)音で

始まる長母音」を有するもの、左側がそれ以外のもの、を示す。以下、喉頭(化)子音で始ま

る長母音音節を語頭にもつ音調型には、その前に＃印を付けることにする（音楽記号の

シャープからの連想である)。軽音節で始まる単語には＃はありえない。

(12）動詞基本形の音調型一覧(改訂版）

ａ類：ｂ類：／ｃ類：／、

１音節「○「｢○「○｣」

２音節「○○○｢○○｢○｣」＃｢○｣○

その他

｢○｣｣○

８

Hosei University Repository



Ｄ
》
伽
川
㈹

の
○

○
ｍ

ｒ
ｒ

ｏ
ｒ
ｒ
Ｃ
ｏ

ｏ
ｏ

節
節

一
日

一日
３

４

o｢｢○

○｢o｣○＃｢○o｣○

Ｌ
Ｃ
Ｄ
○

○
叩
砧
山

Ｗ
ｄ
の
耐

＃｢○oo｣○

4.5体言の解釈の再考

前稿の体言において行なった解釈、すなわち(1)の「その他」の扱いも、当然、動詞に合

わせて修正が要求される。まず、動詞と同じ語末が重音節の体言(13)は、「その他」ではな

く、正規の「ｃ類」に組み込み、同じ構造でｃ類としていた語例ゼロの推定音調型は削除す

べきである。

(13）○｢○｣○型

○｢o○｣○型

○｢CO｣○型

ＣＯ｢o｣○型

､a:｢raN｣seN(帆船の一種）

Fu:｢cjimuc｣cji:はもぎ餅）

mlk｢kuzji｣ri:(目崩れ=盲）

hana｢sji｣gui(話し声)、mlzji｢tamai(水たまり）

そして、（14)の２つの型の関係も(7)と(8)の関係に等しいので、語末が軽音節の体言の

＃｢○｣○o型

もまたｃ類に入るものと考える。

(１４）「○｣○o型「Kwau，wl:bu(子指=小指）と○｢○｣｣o型、a:｢，wl｣:bu(中指）

同様に、５音節語の例も含まれるが、

(15）＃｢○o｣○o型「Cjuma｣Ｔｕｍｌ(一まとめ)、

＃｢○CO｣○o型「Cju:sasji｣,wlbu(人差し指)<2〉

()ｃ類となる。その結果、（１）の体言の「その他」に残る例外はただ１つ、（１６)だけとなる。

(16）「｢○｣○型ｋａ｢i｣baN(お粥）

９
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4.6新しいｃ類の特徴づけ

個々の型の取り扱いにとどまらず、(2)の「最後の重音節で上げ、その中で下げる」とい

う前稿のｃ類の特徴づけそのものも訂正しなければならない。

まず、一般のＣ類の「上昇」は、「最後の重音節」ではなく、「ｂ類と同じ所」で起こる。

すなわち、第１音節が重音節の時は第２音節で、第１音節が軽音節の時は第３音節で上がる。

ただし、その上昇に該当する音節がない場合のみ、最終音節が上がる。言い換えれば、ｂ類

の拍内上昇(｢｢○、ｏ｢｢○)に対して、ｃ類は通常の柏間上昇(｢○、ｏ｢○)で実現する点だけが

異なる。

この違いは、ｃ類がそれ自身の中で必ず「下降」を伴うことと関係する。最終音節の中で

下降(○｣｣)を実現きせるためには、その音節の直前で上昇して-｢○｣｣となるのがもっとも自

然なあり方である。ｂ類と同じ上昇では、最終ｌ音節の中で上昇下降調-｢｢○｣｣を実現しな

ければならず、音声的に苦しくなる。

その「下降」は、一義的にその位置を指定するにはデータがまだ不足しており、推測を含

むことになるが、大筋では、

語末に可能な限り２モーラを残して生ずるのが原則

と考える。すなわち、語末の音節構造に応じて、（17)のようになる。ただし、二)の-o｣COは

実例がない。また、‐○COについては判断を保留する。原則では一○｣COが期待きれるが、一

方で、ｏに先立つ○は下降調(○｣｣o)をとるという傾向も別に観察きれるからである(○に先

立つ時は○｣○で通常の下降)。

(17）一般のｃ類の下降の位置

イ)語末が重音節でその直前に上昇がなければ、その重音節の直前(-｣○）

ロ)語末が重音節でその直前に上昇があれば、その重音節の中(-｢○｣｣）

ハ)語末が「重音節十軽音節」であれば、その重音節の中(-○｣｣o）

二)語末が「軽音節十軽音節十軽音節」であれば、おそらく次末軽音節の直前(-o｣CO）

上に「可能な限り」という条件を付けたのは、語末に２モーラ分の余裕がない場合には、

(17)のロ)のように語末に１モーラを残して下降が生ずるからである。これを(18)として再

褐する。(8)や(11)の○｢○｣｣型はこれである。

(18）語末重音節の直前で上昇がある時は、その重音節の中で下降が生ずる（(-)｢○｣｣）

一方、「喉頭(化)子音十長母音」で始まるｃ類(＃)の場合は、「上昇」は語頭部分で起こる。

｢下降」は、（19)の場合に一般のｃ類と違う所で起こる。（19)のロ)は、上昇の変更に伴い

－１０－
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(17)のロ)が(１７)のイ）に含まれることで自ずと生ずるものである。（19)のハ)は語末２モー

ラの原則から逸脱している点で特異に見える。４音節語以上のデータが欠けているが、

ｃ類(＃)で軽音節に終わる場合は語末３モーラが低くなる

という原則があるのかもしれないく3>。

(19）ｃ類(＃)で、一般のｃ類と異なる下降の位置

ロ)語末が重音節であれば、その重音節の直前(-｣○）

ハ)語末が「重音節十軽音節」であれば、その重音節の直前(-｣○o）

Cf・一般のｃ類

Cf.(-｢○｣｣）

Cf.(一○｣｣o）

この結果、一部に不定の部分を残すものの、（2)は(20)に訂正される。ｃ類の修正に合わ

せて他も一部表現を変えた。ｃ類以外、内容の変更はない。ｃ類の細則は(17)～(19)に譲り、

(20)では若干簡略化した。

(20）音調型派生規則(改訂版）

a類：第１音節が重音節の時はそこから上げよ。第１音節が軽音節の時は第２音節から上

げよ。（）

b類：第１音節が重音節の時は第２音節から上げよ。第１音節が軽音節の時は第３音節か

ら上げよ。該当する音節がない場合は、最終音節を上昇調にせよ。（／）

c類：第１音節が重音節の時は第２音節から上げよ。第１音節が軽音節の時は第３音節か

ら上げよ。該当する音節がない場合は、最終音節を上げよ。上げた後は、語末に可

能な限り２モーラを残して下げよ。ただし、喉頭(化)子音で始まる長母音音節を語

頭にもつ時は、語頭から上げ、特定の条件の場合に原則よりｌモーラ前で下げよ。

（／、）

4.7予想される可能な音調型一覧

今、（20)の線に沿って、品詞を問わずありうる音調型を予想してみると、（21)のようにな

る。ｃ類(＃)がありえないと考えられる箇所は空欄とした。改訂後にもなお残る「その他」

は省略した(これは次節で取り上げる)ｏ活用形は考慮に入れていない。品詞による差異も問

題としない。

(21）予想される可能な音調型

ａ類：ｂ類：／

１音節「○「｢○

２音節「○○○｢○

ｃ類：／、

｢○｣」

○｢○｣」 ＃｢○｣○

｜『ロロロロー

ョ■ロロロ一
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括弧に入れた語例未発見の箇所では、ｃ類の下降の位置が推定困難なところがあり、

を付した。もっと疑問のある箇所は？？とした。音調型なしで？？とある所は、語末の＃

節ではその内部で下降の生じようがなく、型自体が存在しない可能性がある。

＃印の意味は前述の通りであるが、＆印は、＃とは条件が少し異なり、（22)のように、

頭が「喉頭(化)音で始まる重音節」であればよく、必ずしも長母音である必要はない。（

は、語末が軽音節に終わる体言にしか見つかっていない。

？

語末の軽音

壼叩

これ

(22）「○｣｣o型PoNPu(ポンプ)、,uita(あなた方）

「○｣｣CO型'uNbata(海端)<4〉
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なお、ｃ類の｢○｣｣型は、動詞を見ると

「'a｣i(ある）

で喉頭音で始まる重音節を思わせるが、体言では、

「wl｣:(桶)、「kju｣:(今日)、「､a｣:(中)、「bo｣:(棒)、「mE｣:(前）

など、非喉頭化音で始まる単語も多くあり、ｃ類丼とは認定されない。この｢○｣｣型は、語

頭子音の如何を問わず高く始まる。

4.8残る例外

動詞の考察の最後に、(5)の「その他」の中で唯一残っている｢○｣｣○型を取り上げる。こ

の型は、語例がただ１つ、

(23）「FE｣:jui(入る）

があるのみで、「○｣○型との対立の有無が問題になるが、この単語は、数回の調査にも動揺

することは全くない。しかも、「入る」は語頭に喉頭(化)子音をもたない点でも(7)とは異な

る。また、藤山氏も、

「WEJjuN

で、やはり｢○｣｣○である。したがって、

「○｣○型と｢○｣｣○型は対立する

と見る。この区別は活用形においても保たれているく5>・

（23)の｢○｣｣○型と体言の(16)｢｢○｣○型は、それぞれ１例ずつであるとは言え、この方言

の「柏」は「音節」であるとするだけで良いのか、という問題を提起することになる。これ

については、ｃ類の下降位置の指定に「モーラ」が必要であること、活用形には重音節を含

まない単語が見つかることなども含めて、なお考えることにしたい。

５．形容詞基本形のアクセント

5.1音調型一覧

形容詞の音調型一覧を(24)に、その代表語例を(25)に示す。語例のないところは空欄のま

まとした。

(24）形容詞基本形の音調型一覧

ａ類：

1音節

2音節「○○[7］

ｂ類：／

｢｢○[l］

○｢○[12］

c類：／、

－１３－
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3音節「○○○ｍ

o○｢○[34］

○｢o○○[1］

o○｢○○[2］

CO｢○○[8］

○｢CO○○[3］

CO｢o○○[l］

4音節「○o○○[1］

5音節

(25）形容詞基本形の代表語例一覧

ａ類：

１音節

2音節「hahai(赤い）

３音節「ho:rahai(誇らしい=嬉しい）

４音節「KwEzjira:hai(おとなしい）

ｂ類：／ ｃ類：／、

､e｢Ｎ(ない）

ta:｢hai(高い）

'asa:｢hai(浅い）

sjiN｢marahai(怪しい）

tudlN｢nahai(徒然ない=寂しい）

mlzji｢rahai(珍しい）

､l:｢sjigirohai(まぶしい）

'usji｢gura:hai(薄暗い）

5音節

形容詞では、現在までのところ、ａ－ｃ類の３型に納まらない音調型は見つかっていない。

「その他」がないだけでなく、ｃ類も欠落している。ａ類も少なく、ｂ類が圧倒的多数を占

めている点が形容詞の分布の特徴である。（24)は、ｃ類や「その他」の問題もなく、そのま

ま(21)の中に包括きれる。

音節構造では、語末が重音節であるだけではなく、次末音節もまた重音節をとる(‐○○）

点が動詞と異なる。ａ類は語頭に長母音音節がくるものに限られる。しかし、その逆は成り

立たず、語頭に長母音音節がきてもｂ類もありうる。語頭に軽音節がくる単語はすべてｂ類

のみである。

5.2所属語彙

所属語彙の点では、１音節語は「ない」のみである。その形も、、e｢Ｎ(あるいはnl｢Ｎとも

?)であり、もう１つの形、e:｢raN(ｂ類)と並んで、‐i形を取らない点で特殊である。

２音節語は○○の構造しかないが、その構造を取る類別語彙の分布は(26)のようになって

いる。
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(26）○○構造の所属語彙

「○○(ａ類）：rhahai(赤い)、

「Mahai(旨い)、

○｢○(ｂ類）：Ｆｕ:｢Sai(多い)、

Ｆｕ:｢Sai(欲しい)、

｢tuhai(遠い)－第1類；

｢Cjuhai(強い)一策２類

kwa:｢hai(固い)、ｔａ:｢hai(高い)、ＦＥ:｢Sai(早い)、

wa:｢hai(若い)、was｢Sai(悪い)－第２類

すなわち、（27)の分布をしている。形容詞の中で、類別が意味をもっているのはここだけ

である。

(27）○○構造の所属語彙の分布

「○○(ａ類）：第１類、および第２類のうちの喉頭(化)子音で始まる単語

○｢○(ｂ類）：第２類のうちの、喉頭(化)子音以外で始まる単語

第２類は語頭子音によって２分きれ、その中では相補分布の関係にあるがく6>、しかしな

がら、ａ類とｂ類が音韻的に対立することは、

「hahai(赤い）対ｔａ:｢hai(高い）

などから明らかである。（27)の分岐条件は、動詞における(7)と(8)の別に似るが、ａ類とｂ

類だけでｃ類は現われないことと、ａ類とｂ類とが対立をなすことが違う。

３音節語以上の類別語彙では、ａ類がｌ例ずつある以外は、語類の別を問わずにo○○の

構造をもち、ｂ類のo○｢○型で現われる。１類語でも、，asa:｢hai(浅い)のようにｂ類で出る。

このように、形容詞はｂ類が中心である。それに対して、動詞はａ類とｃ類が中心であっ

た。この差が、それぞれの基本形の成立事情、すなわち「＋ヲリ」であるか「＋アリ」であ

るかの違いを反映している可能性も含め、通時的背景については今後の課題とする。

[注］

<l〉（4.4節)ちなみに、通時的に見ると、２拍語動詞第２類語のうち、語頭に長母音音節を

生じざせきなかったものがｂ類を形成している。４段動詞がo｢｢○型(書く）、非４段動詞が

｢｢○型(見る)である。同じく２拍動詞でも、語頭に長母音音節をもつようになったものは、

３拍語動詞と同じくｃ類の○｢○｣｣型(這う）か「その他」の｢○｣○型(合う）に属する。ｂ類

になるかｃ類になるかは、語形の長きが関与している。すなわち、語形の長ざが通時的アク

セント変化の分岐条件となっている例である。

もとよりこれは通時論の話で、共時的には、○｢○｣｣(這う）と｢○｣○(合う）は音韻的に同

じ型(ｃ類)と認められるが、それとｂ類のo｢｢○(書く）を同一扱いすることはできない。

<2〉（4.5節)｢Cju:sasji｣,wl:ｂｕ(人差し指)は、前稿では｢Cju:sasjiWI｣:buとしていたが、本稿
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のように訂正する。もっとも、前稿の形もないとは言い切れないようである。逆に、

rKwa:｣，wl:bu(小指)の方も、rKwa:，wl｣:buとも言うかもしれないという。「指」の単独形が

｢，wl｣:buであることも関係があって、複合語内部の結合がゆるくなった場合にその形が顔を

出すのかもしれない。

<3〉（4.6節)それとも、軽音節に終わる場合は重音節内の下降をできるだけ避けるためであ

ろうか。いずれにせよ、上記の往く2>で述べたような若干の揺れは、複合語内部の結合度の

他に、（19)のハ)がやや異質なこととも関係があるかもしれない。

<4〉（4.7節)この｢○｣｣COの下降調についても、4.6節で述べたように、軽音節の直前の重音

節ゆえとする見方と、ｃ類丼に準じて、軽音節に終わるので語末３モーラが低くなっている

とする見方とがありうる。

<5〉（4.8節)ただし、活用形のごく一部に、両型の間で動揺が見られた項目はある。

<6〉（5.2節)２類語という保証はないが、次の例もその１つである。

「，o:Sai(危ない）と､o:｢Sai(おかしい）

[引用文献］

上野善道(1997a）「奄美大島佐仁方言のアクセント調査報告一用言の部一」『琉球の方言』21,1~４２

上野善道(1997b）「徳之島松原方言のアクセント調査報告一一体言の部一」言語人文学会『言語と人

間』創刊号､37-62

[付記］話者の福島茂夫、藤山ケイ子両氏のご協力に御礼を申し上げる。両氏の紹介をはじめ、調査全

般をお世話下さった岡村隆博氏御一家にも感謝したい。この調査は、文部省科学研究費の奨励研究

(1977,78)と一般研究(95）・基盤研究(96,97)によって行なわれた。データの整理に際し、福井玲氏、

田野村忠温氏がそれぞれ作成したソフトを利用した。また、東京大学言語学研究室の石山伸朗氏の協

力も得た。

（うわのぜんどう・東京大学教授）
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松原方言の用言基本形のアクセント資料

鰄
諦
机
訓
汕
乃
㈹
仲
Ⅲ
肌
肋
わ
れ
川
茄
加
川
材
払
抓
刀
肺
沖
汀
川
肋
抓
艸
〃
払
川
Ⅳ

◎
類
幽
恥
血
肋
加
肋
恥
幼
肋
恥
肋
恥
加
肋
比
肋
肋
肋
加
肋
加
肋
肋
恥
肋
肋
肋
肋
肋
助

１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

表記

着る

煮る

見る

開く［明］

語形

Ki｢jui

｢njui

mju｢ｉ

，a｢kjui

njui

，i｢kjui

'i｢jui

，u｢jui

Fu:jui[sic.］

，u｢kjui

，u｢sjui

wu｢jui

｢kojui

ka｢rasjui[sicJ

ka｢jui

ki｢kjui

Ku｢mjui

｢Kjasjui[sic.］

ku｡｢sjui

sakju｢i[sic.］

sji｡｢kjui

sji｢njui

音節構造Ｕ
○
℃
わ
○
ｂ
ｂ
ｂ
⑩
ｂ
ｂ
ｂ
⑪
ｎ
ｂ
ｂ
ｂ
⑩
ｂ
ｍ
ｂ
ｂ

ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｒ
Ｃ
Ｏ
ｏ
ｒ
Ｃ
Ｏ
ｏ
ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｒ
ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ

う
ぐ
る
る
う
ぐ
す
る
う
す
る
く
む
す
す
ぐ
く
い
る
う
す
ぐ
ぐ
む
る
ぶ

一
一
一
一
口
行
入
売
追
置
押
織
買
貸
刈
聞
汲
消
越
咲
敷
死
知
吸
足
突
継
積
釣
飛

x(cfsjic｢Cji(知った)，

<m>sji｢bujui

ta｢sjui

cji｡｢kjui

Cji｢gjui

Cji｢mjui

Cji｢jui

tu｢bjui

sjic｢Cju｣i(知っている)）

ｏ｢o○

ｏ｢○

ｏ｢○

ｏ｢○

ｏ｢○

ｏ｢○

ｏ｢○
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○ｒ
ｏ

○
○
○
ｂ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ

､a｢kjui

na｢kjui

na｢jui

nugju｢i,､u｢kjui

nu6ui

nu｢jui

ha｢jui

hji｡｢kjui

Fukju｢i[sicJ

Fu｢jui

ma｢kjui

mu｢kjui

mu｢mjui

muqui

ja｢kjui

｢jUjui(髪を）

ju｢bjui

ju｢jui

wa｢kjui

waqui

Fo:｣jui

，amju｢ｉ

'uCju｢ｉ

，umju｢i

wuju｢i

kakju｢i

kaCju｢ｉ

Ｋｉｊｕ｢i

kamju｢i(噛む）

Kumju｢i

kugju｢i

sakju｢i

sasju｢i

sjuju｢ｉ

泣く

鳴く

鳴る

抜く

塗る

乗る

張る

引く

拭く

振る

巻く

向く

操む

盛る

焼く

結う

呼ぶ

寄る

湧く

割る

ク
ク
ル
ク
ル
ル
ル
ク
ク
ル
ク
ク
ム
ル
ク
ウ
ブ
ル
ク
ル
ウ
ム
ツ
ム
ル
ク
ツ
ル
ウ
ム
グ
ク
ス
ル

ナ
ナ
ナ
ヌ
ヌ
ノ
ハ
こ
う
フ
マ
ム
モ
モ
ヤ
ユ
ョ
ヨ
ワ
ワ
ア
ア
ウ
ウ
オ
カ
カ
キ
ク
ク
コ
サ
サ
ソ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｂ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
叩
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
的
の
ｂ
ｂ
ｂ
Ⅲ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｒ
ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
０
０
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ

ｌ〈
玄
ｌ雷
う
む
つ
む
る
く
つ
る
う
む
ぐ
く
す
る

合
編
打
膿
折
書
勝
切
食
組
漕
裂
刺
剃
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taCju｢i

cjiokju｢i

cjiokju｢i

tiju｢i

tugju｢i

tuju｢ｉ

no:｢ju｣i

naju｢ｉ

no:｢ju｣i[sic.］

nugju｢i

nlju｢i

numju｢i

ho:｢ju｣i

ho:｢kju｣i(はわく）,hakju｢i

hakju｢i,，a｢gljui(あげる）
ｌ明Ⅲる
ろ

つ
く
く
る
ぐ
る
、
う
る
う
ぐ
る
む
う
ぐ
く
ぐ
く
る
す
る
く
つ
す
つ
る
う
む
る
る
る
る
る
け
げ

立
着
付
照
研
取
絢
生
縫
脱
練
飲
這
掃
吐
剥
吹
降
干
掘
蒔
待
蒸
持
漏
酔
読
居
蹴
為
来
有
開
上

し
し
！
ｊ

ッ
ク
ク
ル
グ
ル
ウ
ル
ウ
グ
ル
ム
ウ
ク
ク
グ
ク
ル
ス
ル
ク
ツ
ス
ツ
ル
ウ
ム
ル
ル
ル
ル
ル
ケ
ゲ

タ
シ
シ
テ
ト
ト
ナ
ナ
ヌ
ヌ
ネ
ノ
ハ
ハ
ハ
ハ
ブ
フ
ホ
ホ
マ
マ
ム
モ
モ
ヨ
ョ
オ
ケ
ス
ク
ア
ア
ア

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
Ｚ
１
２
２
１
１

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ａ
ａ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

○斤
○
ｏ
ｏ
，
ｒ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
ｏ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
，

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
○
㎡
○
Ｊ
Ｊ
Ｊ
○
○
Ｊ

hagju｢i

Fukju｢i

Fuju｢i

Fusju｢i

Fuju｢i

makju｢i

macju｢i

mu｢sjui[sic.］

muCju｢i

muju｢i

ju:｢ju｣i

jumju｢ｉ

｢wui

klju｢ｉ

｢sjui

kju｢ｉ

｢，a｣ｉ

，a｢kljui

，a｢gljui

Ｊ Ｊ

川
川
川
川
川
川
川
⑩
川
川
叩
川
ｂ
抓
ｂ
ｍ
ｎ
Ｍ
Ｍ

○
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Ｊ

ｍ
ｎ
⑩
㈹
⑩
的
的
の
㈹
㈹
㈹
叩
⑩
⑩
、
㈹
㈹
㈹
ｎ
ｍ
ｍ
祀
叩
⑱
⑪

Ｊ

ｏ
ｏ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｃ
Ｏ
ｒ
ｏ
ｒ
ｒ
ｒ
０
ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
ｒ

'a｢tijui

'a｢rijui

ni:jui[sic.］

｢'wl:jui[sic.］

｢，uNbjui[sic.］

｢kEjui[sic.］

｢kLjui

ka｢jui(借る）

ka｢rijui

｢Kijui

ki｡｢sjijui

｢KwlUjui[sic.］

｢KWI:jui[sic.］

｢kwl:jui[sicJ

sju｢mujui

cl｡｢kljui

nugl｢ju｣i[sic.］

､u｢rijui

nu｢sjijui

ha｢rijui

Fu｢rijui

ma｢kljui

ma｢gljui

<m>ｍｕ｢sjijui

｢mEjui[sic.］

je:｢ju｣i[sic・lja｢sjijui

ja｢mljui

ju｢sjijui

，iki｢ju｣ｉ

，izji｢jui

kacji｢ri｣jui(かつれる）

，ukl｢ju｣ｉ

｢'wl:｣jui[sic.］

｢，ｗｌ:｣jui

当てる

荒れる

入れる

植える

埋める

替える

欠ける

借りる

枯れる

消える

着せる

呉れる

暮れる

越える

染める

漬ける

抜ける

濡れる

載せる

腫れる

`惚れる

負ける

曲げる

咽せる

燃える

痩せる

止める

寄せる

生きる

出る

飢える

受ける

老いる

起きる

し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し

』
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
１
Ｊ

テ
し
し
エ
メ
エ
ケ
リ
レ
エ
セ
し
し
エ
メ
ケ
ケ
レ
セ
し
し
ケ
ゲ
セ
エ
セ
メ
セ
キ
デ
エ
ケ
イ
キ

ア
ア
イ
ウ
ウ
カ
カ
カ
カ
キ
キ
ク
ク
コ
ソ
ツ
ヌ
ヌ
ノ
ハ
ホ
マ
マ
ム
モ
ヤ
ヤ
ヨ
イ
イ
ウ
ウ
ォ
ォ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

○ｒ
ｏｏ

○
○
○
山
Ｌ
ｍ
ｍ
ｐ
ｐ

Ｊ Ｊ

び
ｎ
ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
Ｃ
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haN｢ti｣jui[sic.］

，uri｢ju｣i

kE:｢ju｣ｉ

｢KwE:｣jui[sic.］

sagl｢ju｣i

saml｢ju｣i,｢'wlUjui(起きる）

Ｊ

○
Ｊ

ｒ ○
Ｊ

ｒ ○

ｏ ｏ

坦
皿
辿
皿
Ｌ
Ｌ
辿
皿
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ｕ
○

叩
乢
山
ｐ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
皿
○
○
○
○
○
○
○
○

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

ｄ
Ｗ
ｄ
ｂ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ｗ
呵
耐
机
Ｗ
Ｗ
Ｗ
呵
呵
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ｄ
Ｗ
ｄ
Ｗ
Ⅶ
び
わ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
巾

落ちる

下りる

掛ける

肥える

下げる

覚める

締める

過ぎる

攻める

建てる

垂れる

詰める

解ける

投げる

撫でる

舐める

馴れる

跳ねる

晴れる

吠える

誉める

し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し

！
Ｊ
１
１
Ｊ
Ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

チ
リ
ケ
エ
ゲ
メ
メ
ギ
メ
ー
ナ
レ
メ
ケ
ゲ
デ
メ
レ
ネ
レ
エ
メ
エ

オ
オ
カ
コ
サ
サ
シ
ス
セ
ダ
ダ
ツ
ト
ナ
ナ
ナ
ナ
ハ
ハ
ホ
ホ
ミ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

sjiml｢ju｣i

sjigi｢jmi

sjiml｢ju｣i

tatl｢ju｣i

taju｢i(垂ろ）

Cjiml｢ju｣i

tuokl｢ju｣i

nagl｢ju｣i

nadi｢ju｣i

naml｢ju｣i

nari｢ju｣i,naro｢ju｣i

hanl｢ju｣i

hari｢ju｣i

gwl:｢ju｣i

Fuml｢ju｣i

mja:｢ju｣i[sic.］

mjisji｢jmi

judiUu｣i

wE:｢ju｣ｉ

｢FE｣:jui[sic.］

,a｢gajui

，a｢sjibjui

，a｢tajui

'a｢rojui

，a｢rasjui

，u｢kabjui

'u｢tojui

，u｢Kujui

見える(船が～）

見せる

苑でる

分ける

入る(這入）

上がる

遊ぶ

当たる

洗う

荒らす

浮かぶ

歌う

送る

3a２ミセル

ル
ル
ル
ル
ブ
ル
ウ
ス
ブ
ウ
ル

デ
ケ
イ
ガ
ソ
タ
ラ
ラ
カ
タ
ク

ユ
ワ
ハ
ア
ア
ア
ア
ア
ウ
ウ
オ

２
２
３
１
１
１
１
１
１
１
１

ａ
ａ
ａ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
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，uduN｢ka｣sjui(驚かす）

wu｢dujui

，u｢wajui

'u｢cjiNkjui

＃ka｢komjui

ka｢zjajui[sicJ

ka｢jojui

ka｢wajui

Ku｢dasjui(腹を）

Ku｢dajui

Ku｢bumjui

Ku｢rasjui

klzjl｢ju｣i,ka:｢zjl｣jui

kus｢sjui[sic.］

tomE｢ju｣ｉ

ｓa｢wajui(触わる）

sa｢rasjui

｢sjiNkjui

sji｢kujui

，ak｢Kju｣i(歩く）

cji｢gojui

cji｢rasjui

cji｡｢kojui

Cji｢zjikjui

Cji｢nagjui

x(cfCji｢mjuN(積む)）

tu｢basjui

na｢rasjui

na｢rabjui

｢miNgjuinji｢gijui

｢nlNbjui

nu｢zjumjui

｢nuNbjui,nu｢bujui

｢mucCji-kju｢i(もって〈

○ｒ
ｏ Ｊ

○
○

Ｊ

Ⅲ
ｎ
ｍ
ｍ
ｎ
ｎ
ｎ
ｍ
ｎ
ｍ
ｎ
ｍ
ｍ

Ｊ
Ｊ

ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
０
Ｃ
Ｏ

威す(わつと～）

ス
ル
ル
ム
ム
ル
ウ
ル
ス
ル
ム
ス
ル
ス
ス
ル
ス
ム
ウ
ム
ウ
ス
ウ
ク
グ
ル
ス
ス
ブ
ル
ル
ム
ル
ブ

ド
ド
ワ
ガ
コ
ザ
ョ
ワ
ダ
ダ
ポ
ラ
ズ
ロ
ガ
グ
ー
フ
ズ
ク
ス
ガ
ラ
カ
ズ
ナ
モ
バ
ラ
ラ
ギ
ム
ゾ
ポ
コ

オ
オ
オ
カ
カ
カ
カ
カ
ク
ク
ク
ク
ケ
コ
サ
サ
サ
シ
ス
ス
チ
チ
ッ
シ
シ
ツ
ト
ナ
ナ
ー
ー
ネ
ノ
ノ
ハ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

踊る

終る

屈む

囲む

飾る

通う

代わる

下す

下る

窪む

暮らす

削る

殺す

捜す

探る

晒す

沈む

掬う

進む

、＝－

〕星~）

散らす

使う

続く

繋ぐ

積もる

飛ばす

鳴らす

並ぶ

握る

眠る

望む

昇る[登］

運ぶ

Ｊ
Ｊ

○
○
○
○
○
⑪
Ｄ
の
⑩
の
⑩
の

Ｊ

ｄ
Ｗ
ｎ
ｎ
ｂ
Ｊ
○
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

○
○用
○

ｏ
ｒ

ｏ
ｏ
ｒ
，
ｒ

○
○
○
○
○
○
○
印

厄
巧
ら
○
○
用
○
○

ｏ
Ｃ
Ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｒ
ｒ

ろ）
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○
ｏ

ｒ
ｏ

○
ｒ
ｏ
ｏ

Ｊ
○
Ｊ
Ｊ

Ｊ

ｒ
ｏ

○
ｒ

ｐ
Ｊ

ｏ
小

皿
の

川川Ⅷ川加川痙川ｎＭＭＭ加廻睡心心姻》心Ⅷ山川山山亟呵心唾咀四四“》
ｒ

ｏ
ＪＪ

ｏ
１

Ｊ
Ｊ
Ｊ
』

ha｢zjisjui

sji｢rojui[sic.］

｢sagjui[sic.］

ma｢gajui

ma｢cjijui

tugju｢i(研ぐ.普)、｢gakjui

N｢kEjui[sic.］

mu｢rojui[sic.］

wE:｢ju｣i(分ける）

wa｢kasjui(Cf.｢wa:sjui=煮る）

ｗａ｢tajui

wa｢rojui

｢,oUgjui[sic.］

，ama｢ju｣ｉ

'isju｢ga｣jui(いそがる）

，ura｢mju｣ｉ

，ira｢bju｣ｉ

，uga｢mju｣i[sic.］

｢，uusjui[sic.],，uku｢sju｣ｉ

，umo｢ju｣iJomo｢ju｣ｉ

Ｆｗｌ:｣gjui

nru｢sju｣i

kaka｢ju｣i

kano｢ju｣i

kabu｢ju｣ｉ

｢korakjui(かわら〈）

Kuzji｢ra｣sjui(崩らす）

Ｋｕｍｏ｢ju｣ｉ

｢Kjamara｣sjui(いじめる意）

saga｢ju｣i

sjibu｢ju｣i

sjigi｢ju｣i[過ぎる_?］

nuzji｢ri｣juLsube｢ju｣ｉ

3ｂｌハズス

る
》
う

す
す

す
る

す
る

す

す
う
ぐ
が
ろ
く
か
う
る
か
ろ
う
ぐ
る
ぐ
む
ぶ
む
こ
う
ぐ
ろ
か
う
る
く
す
る
ら
が
る
ご
る
つ

外
袷
塞
曲
祭
磨
向
貰
譲
沸
渡
笑
扇
余
急
恨
選
拝
起
思
泳
下
懸
叶
被
乾
崩
曇
懲
下
絞
過
滑
育

ウ
グ
ル
ル
ク
ウ
ウ
ル
ス
ル
ウ
グ
ル
グ
ム
ブ
ム
ス
ウ
グ
ス
ル
ウ
ル
ク
ス

ロ
サ
ガ
ツ
ガ
カ
ラ
ズ
カ
タ
ラ
オ
マ
ソ
ラ
ラ
ガ
コ
モ
ヨ
ロ
カ
ナ
ブ
ワ
ズ

ヒ
フ
マ
マ
ミ
ム
モ
ユ
ワ
ワ
ワ
ア
ア
イ
ウ
エ
オ
オ
オ
オ
オ
カ
ヵ
カ
ヵ
ク

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

3ｂ２クモル

ス
ル
ル
ス
ル
ツ

ラ
ガ
ポ
ゴ
ベ
ダ

コ
サ
シ
ス
ス
ソ

２
２
２
２
２
２

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

３
３
３
３
３
３

sjuda｢cju｣iFu｢dejui(人や木が太る）
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KugE｢ra｣sjui oo｢o｣○

taMmju｣ｉ ○｢○｣」

Cjika｢mju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

Cjiku6u｣i oo｢○｣」

CjiN｢mju｣ｉ ○｢○｣」

tu:｢ju｣ｉ ○｢○｣」

tuga｢ju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

tudu｢kju｣i,cjiokju｢i(着く）ＣＯ｢○｣｣,o｢｢○

no:｢sju｣ｉ ○｢○｣」

no:｢ju｣ｉ ○｢○｣」

naga｢ra｣sjui(流らす),naga｢Sju｣ｉｏｏ｢o｣○,CO｢○｣」

naro｢ju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

nlgu｢ri｣jui[sic.］ ０o｢o｣○

nogo｢ju｣i,Fukju｢i(拭く）ＣＯ｢○｣｣,o｢｢○

nusji｢mju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

nego｢ju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

noko｢sju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

noko｢ju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

nuba｢sju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

haka｢ju｣i,kE:｢ju｣i(かける）００｢○｣｣,○｢○｣」

hasamju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

hacji｡｢kju｣i[sic］ ＣＯ｢○｣」

hasji6u｣i oo｢○｣」

haro｢jmi oo｢○｣」

hara｢mju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

｢ha:gajui(稲妻,電灯),tiju｢i(禿頭=照る）

「○○○,o｢｢○

cji｡｢kijui(漬ける） ｏ｢o○

Fuoku｢mju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

｢sa:gjui[sic.］「○○

｢KwEUjui r○｣○

mazjiUu｣ｉ ｏｏ｢○｣」

mamo｢ju｣i[sicJ oo｢○｣」

majo｢ju｣ｉ ｏｏ｢○｣」

す
む

す
む
む
る
む
る
る
く
す
る
す
う
る
、
う
む
う
す
ろ
ば
る
む
く
る
う
ら
る

倒
頼
掴
作
包
通
尖
届
直
直
流
習
濁
拭
盗
願
遺
残
延
計
挟
弾
走
払
は
光

ス
ム
ム
ル
ム
ル
ル
ク
ス
ル
ス
ウ
ル
ウ
ム
ウ
ス
ル
ス
ル
ム
ク
ル
ウ
ム
ル

オ
ノ
カ
ク
ッ
｜
ガ
ド
オ
オ
ガ
ラ
ゴ
グ
ス
ガ
コ
コ
バ
カ
サ
ジ
シ
ラ
ラ
カ

タ
タ
ツ
シ
シ
ト
ト
ト
ナ
ナ
ナ
ナ
ー
ー
ヌ
ヌ
ネ
ノ
ノ
ノ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ヒ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

浸す

含む

防ぐ

肥ろ

交じる

守る

迷う

ス
ム
グ
ル
ル
ル

タ
ク
セ
ト
ジ
モ

ヒ
フ
フ
フ
マ
マ

２
２
２
２
２
２
２

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

３
３
３
３
３
３
３

マヨウ
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mudu｢ju｣i

jasji｢mju｣i

juru｢sju｣ｉ

'ak｢Kju｣ｉ

ｋａＮ｢ｍｌ｣jui

，a｢burijui[sic.］

｢，uNbjui

｢Marijui

，u｢Kurijui

ka｢tamljui

ha｢zjimljui

ha｢zjirijui

Fu｢kurijui

was｢sji｣jui[sic.］

'usa｢ｍｌ｣jui

'ublUu｣i

Kuzji｢ri｣jui

taNme｣jui

naga｢rl｣jui

Nzja｢ri｣juimizja｢ri｣jui

jabu｢ri｣jui

ha:｢ri｣juiWa:｢ri｣juｉ

，u｢tagojui

ka｢sanajui

ka｢tamajui

ha｢zjimajui

ha｢tarakjui

,acji｡｢ka｣jui[sic.］

，acji｢ｍａ｣jui

tasji｡｢ka｣jui

戻る

休む

許す

歩く

隠す

溢れる

埋める

生まれる

後れる

固める

始める

外れる

脹れる

忘れる

納める

覚える

崩れる

尋ねる

流れる

乱れる

破れる

分れる

疑う

重なる

固まる

始まる

働く

預かる

集まる

助かる

CO｢○｣」

oo｢○｣」

CO｢○｣」

○｢○｣」

○｢o｣○

o｢CO○

｢○○

｢○o○

o｢CO○

o｢CO○

o｢CO○

o｢oo○

o｢CO○

○｢o｣○

CO｢o｣○

CO｢○｣」

CO｢o｣○

○｢o｣○

CO｢o｣○

CO｢o｣○,CO｢o｣○

CO｢o｣○

○｢o｣○,○｢o｣○

o｢CO○

o｢ＣＯ○

o｢CO○

o｢CO○

o｢○o○

CO｢o｣○

CO｢o｣○

CO｢o｣○

ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ウ
ル
ル
ル
ク
ル
ル
ル

ル
ム
ス
ク
ス
レ
メ
し
し
メ
メ
し
し
レ
メ
エ
レ
、
不
し
し
し
レ
ガ
ナ
マ
マ
ラ
カ
マ
カ

ド
ス
ル
ル
ク
フ
ズ
マ
ク
タ
ジ
ズ
ク
ス
サ
ボ
ズ
ズ
ガ
ダ
ブ
カ
タ
サ
ダ
ジ
タ
ズ
ッ
ス

モ
ヤ
ユ
ア
カ
ア
ウ
ウ
オ
カ
ハ
ハ
ブ
ワ
オ
オ
ク
タ
ナ
ミ
ヤ
ワ
ウ
カ
カ
ハ
ハ
ア
ア
タ

２
２
２
３
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
２
２
２

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
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イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ

詞
み
イ
イ
イ
カ
サ
シ
マ
ラ
モ
ル
ラ
｜
オ
ツ
タ

臓
読
ナ
ョ
ス
ア
ア
ア
ア
ア
オ
カ
ク
ト
ア
ア
イ

１
１
ｚ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

．
類
舐
趾
趾
祉
狄
祉
祉
靴
狄
祉
祉
狄
靴
靴
祉

語形 音節構造

､e:｢raNne｢N ○｢○,｢｢○

juta:｢ｈａｉ ｏ○｢○

｢sjihai 「○○

｢hahai 「○○

，asaJhai o○｢○

'aCji:｢ｈａｉ ｏ○｢○

'ama:｢ｈａｉ ｏ○｢○

'ara:｢ｈａｉ ｏ○｢○

，ubu:｢hai[sicJ o○｢○

garu:｢hai[sic.］ ｏ○｢○

Kura:｢ｈａｉ ｏ○｢○

｢tuhai 「○○

,a0u:｢ai[sic］ ｏ○｢○

，aCji:｢ｈａｉ ｏ○｢○

jamju｢i(病む)(Cf.，icja:｢hai(湯が熱い)）

ｏ｢｢○ｃｆｏ○｢○

｢Ｍａｈａｉ 「○○

Ｆu:｢sａｉ ○｢○

kara:｢ｈａｉ ｏ○｢○

kjura:｢ｈａｉ ｏ○｢○

kuosarhai o○｢○

Ｋｕｒｕ:｢ｈａｉ ｏ○｢○

kWa:｢hai(御飯や毬が） ○｢○

sjigi｢rohai oo｢○○

sjibu:｢ｈａｉ ｏ○｢○

sjiru:｢ｈａｉ ｏ○｢○

ta:｢ｈａｉ ○｢○

cjiokja:｢ｈａｉ ｏ○｢○

｢Cjuhai 「○○

naga:｢ｈａｉ ｏ○｢○

Ngja:｢haimjigja:｢ｈａｉ ｏ○｢○,o○｢○

haja:｢hai,haje:｢haiFE:｢ｓａｉｏ○｢○,o○｢○,○｢○

記
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い

表
無
良
酸
赤
浅
厚
甘
荒
重
軽
暗
遠
青
暑
痛

旨い

多い

辛い

イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ

マ
一
一
フ
ョ
サ
ロ
ワ
ム
プ
ロ
カ
カ
ヨ
ガ
ガ
ヤ

ウ
オ
カ
キ
ク
ク
コ
サ
シ
シ
ダ
チ
ッ
ナ
ー
ー
ハ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

清い(きれい）

臭い

黒い

強い(固い）

寒い

渋い

白い

高い

近い

強い

長い

苦い

早い

3k２

3k２

３k２

3k２
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ヒクイ

ヒロイ

フカイ

フルイ

ホシイ

ヤスイ

ヮカイ

ヮルイ

フトイ

マルイ

ヨヮイ

ァヤシイ

カナシイ

ヤサシイ

ウレシイ

クルシイ

サビシイ

スズシイ

ハゲシイ

ァカルイ

アブナイ

イトシイ

ウルサイ

オーキイ

オカシイ

キタナイ

スクナイ

チイサイ

マブシイ

ミジカイ

アタタカイ

アタラシイ

イソガシイ

ウスグライ

低い

広い

深い

古い

欲しい

安い

若い

悪い

太い

丸い

弱い

怪しい

悲しい

易しい

嬉しい

苦しい

寂しい

涼しい

激しい

明るい

危ない

愛しい

うるきい

大きい

おかしい

汚ない

少ない

小きい

まぶしい

短かい

暖かし、

新しい

忙しい

薄暗い

sjiku:｢hai

sjiru:｢hai

FuokaJhai

furu:｢hai

FuTsai

jasji:｢hai

waJhai

was｢sai

flTsai

maru:｢hai

juwa:｢hai

sjiN｢marahai(不思議だ）

X

jasji:｢hai[=安し】］

｢ho:rahai(誇らしい）

ｋｗＥ:｢hai

tudlN｢nahai(徒然ない）

sjidaJhai

ワ
】
０
ｓ
ワ
臼
ワ
ム
？
］
ワ
△
ワ
ム
ワ
】
ｚ
ｚ
ｚ
司
上
「
上
可
上
ｏ
』
、
△
ワ
白
、
△
ワ
】
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ

０
Ｋ
０
Ｋ
８
Ｋ
０
Ｋ
９
Ｋ
０
Ｋ
０
Ｋ
ｄ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
ｎ
Ｋ
’
Ｋ
０
Ｋ
０
Ｋ
０
Ｋ
０
Ｋ
９
Ｋ
８
Ｋ
⑪
Ｋ
８
Ｋ
０
Ｋ
８
Ｋ
□
Ｋ
０
Ｋ
０
Ｋ
０
Ｋ
１
Ｋ
ｕ
Ｋ
’
Ｋ
⑪
Ｋ
０
Ｋ
⑪
Ｋ
０
Ｋ
口
Ｋ
○
ｋ

ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
、
。
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
４
４
４
４
川
玉
４
４
４
４
４
４
４
４
川
玉
川
宝
４
４
４
４
４
４
４
４
川
玉
Ａ
４
４
４
川
宝
４
４
Ａ
４
Ｆ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

○

Ｃ
ｂ
ｂ
ｂ
○
℃
○
○
○
℃
ｂ
の

の
⑩
の
の
び
の
ｄ
ｄ
ｄ
の
の
び

○

℃
Ⅱ
○
℃
の

の
わ
び
の
の

Ｘ

Ｘ

「，o:sai

kana:｢hai(かなしい）

juMgamara:hai

fl:｢hai(Cf.太い）

､o:｢sai

janaN｢gLhai

'iki｢rahai

gunja:｢hai(狭い意も）

、l:｢sjigirohai

hjika:｢hai

nuKu:｢hai(ぬくい）

｢ｍｉｈａｉ

，isju｢gahai

，usji｢gurahai

○
○

○
℃
Ⅷ
○
○
川
的
ｂ
叩
の
ｂ
○
⑪
伽

ｂ
の
ｄ
ｄ
ｄ
の
Ｗ
の
び
の
の
ｂ
Ｗ
Ｗ
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CO｢○○

CO｢○○

｢○o○○

CO｢○○

CO｢○○

００｢○○

○｢CO○○

○｢○○

，utu｢ruhai

mIzji｢rahai[=珍しい］

イ
ー
イ
ー
イ
ー
イ
ー
イ
ー
イ
ー
イ
ー
イ
ー

シ
ロ
シ
、
ン
、
ン
シ
シ
●
カ

ロ
シ
ナ
カ
カ
ラ
マ
ラ

ソ
モ
ト
ズ
ズ
ズ
カ
ワ

オ
オ
オ
ハ
ム
メ
ヤ
ヤ

ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ

ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ

５
５
５
５
５
５
５
｜
ｂ

恐ろしい

面白い

おとなしい

恥ずかしい

難しい

珍しい

やかましい

軟らかい

｢KwE:zjirahai

hacji｡｢kahai

mucji｡｢kahai

mlzji｢rahai

juN｢gamarahai

ja:｢rahai
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